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巻頭言

作業療法士の地域貢献　－N市の介護予防グループデイ－

　平成 25 年 5 月に国際医療福祉専門学校七尾校は，職業実践専門課程の認定に向けて，作業
療法学科教育課程編成委員会の開催をした．作業療法学科外部委員から学校の地域貢献が足り
ないとの意見が出された．作業療法学科として国際医療副専門学校七尾校として地域貢献をし
ていかなければと考えた．平成 26 年 7 月に，N市健康福祉部保険課を訪問し，N市の「介護
予防の普及・健康づくりの推進」の中の事業に協力したい旨の依頼をした．N市では，介護予
防教室で①いきいき健康クラブ，②介護予防グループデイ，③いきいき講座（N市社会福祉協
議会委託）がある．その他に，N市介護予防リーダー研修会がある．その中で，協力していた
だきたいとの返答をいただいた．
　私は，平成 20 年度に新潟県精神保健福祉協会の柏崎地域こころのケアセンターで，柏崎沖
地震の被災地住民（柏崎市，上越市，出雲崎町，長岡市の一部）に，災害後のこころと身体の
ケアについて（認知症，介護予防，うつ病，自殺対策）の広報活動をしてきた．体操やレクリ
エーションで楽しみながら講演をした．また，学校教育の中では，レクレーション実習のデモ
ンストレーションを，市内の小規模多機能施設，介護老人保健施設，通所リハビリテーション
施設，デイサービス施設で実施していた．
　さて，N市での地域貢献の活動は，平成 26 年 1 月から 2月にかけてN市内の 17 か所の介
護予防グループデイを訪問した．訪問時は，N市健康福祉部保険課の職員に同伴する形で認知
症予防の講義と実技を行った．講義では，自身の所属施設の紹介や『作業療法士』という職種
の紹介から始まり，認知症になりかけた時に低下する機能『エピソード記憶』『注意分割力』『計
画力・思考力』について説明し，参加者にそれを実感してもらうための歌体操等を行い，童謡
や懐メロを全員で合唱して終わる．最後に，介護予防グループデイのように，地域で集まって
行う様々な活動が介護予防につながることをお伝えして終了する．
　いつも初めての集団を訪問すると，参加者の目には，「どこの誰が，何しに来た」との様子
がうかがえる．相互の緊張状態から少しずつ講義や実技を始めていくうちに，表情が緩み，笑
い，出来たとか出来ないとの声が発生する．バラバラだった個人のこころが二人，四人，集団
と結びついていく．最後は，参加者全員での大合唱となりピークを迎える．「やっぱり今日も
来てよかった」と思う一瞬である．1時間という時間の中で私を見る参加者の目は，開始時点
から大きく変わっている．この活動をしなければこの体験はできなかったと思う．地域貢献と
いう目的のために作業療法士が地域を訪れた例であるが，私自身が，作業療法士でよかった思
う瞬間である．
 前国際医療福祉専門学校七尾校　　平賀昭信
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編集後記
　2015 年の漢字は「安」．安全，安心のため揺れ動いた年であったかと思います．我々
作業療法士としては，対象者の疾患からの「不安」をなくし，「安心」で豊かな生活を
取り戻すための支援ができるよう努力していきたいですね．
　さて今年も無事に本刊の発行に至りました．査読や編集にご協力頂いた皆様には心よ
り感謝申し上げます．今回は県学会の発表者の方々に積極的に声掛けを行ったこともあ
り，投稿数は大きく増加しました．県学会に限らず，その他の学会，研究会で発表され
た内容も積極的に投稿いただければ幸いです．
　来年度は石川県で東海北陸学会が開催されます．自県開催というせっかくの機会です
ので，多数の学会参加・演題を期待しております．それに伴って学術誌も盛り上げてい
きたいと思っておりますので，多数のご投稿をお待ちしております．
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